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絵手紙愛好会 篠原勝利 

11 月の歳時記…文化の日・立冬・七五三・小雪・勤労感謝の日・20 日秋土用の入り 
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井尻小学校 運動会開催される 

10 月 11 日（土）第 72 回 秋季大運動会が盛大に開催されました。  

テーマ「笑顔続けて みんな楽しく 一致団結!」のとおり素晴らしい運動会でした。開会式では鈴木 

学校長先生のお話をいただき「１年生にとっては初めての、６年生にとっては最後の運動会です。

全校 68 名がその成長を披露します」と、続いて児童会長広瀬こま希さんは代表としてとても印象深

いあいさつをしました。「競技のなかではお互い励ましあい〝がんばれー〞のような仲間が温かく

なるような言葉がけをし、マイナスになるような言葉遣いはしないでください。それが友達同士の

良い関係につながります」とその言葉どおり競技中は赤・白・青のグループ内のまとまりと助け合

いの中で声出し団結が見られました。閉会式では学年代表の感想発表からもその様子が聞かれまし

たし、講評の教頭先生も「競技中は前向きの言葉がけが見られた」と話がありました。これは私の感

想ですが、集団としての成長は全校一斉の体操で分かります。どの児童も指先まできちっと伸びて

いて全員が心を込めた準備運動をしていました。テーマが達成でき、積み上げてきた全児童と先生

方の人間関係をふくめた学びの成果の一端が見て取れた良い運動会でした。 

 

   



  

地域防災訓練（講習）がありました 

 

 

 

 

11 月の予定  空いている所は入れます予約は事前連絡をお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月５日（日）井尻公民館にて開催されました。多くの地域の皆さんが参加されました。靍田圭吾区長さん 

のあいさつに続き、松里分団第１部部長飯島勇介さんから具体的に話しがあり、防災用具準備、簡易トイレ 

や携帯トイレの必要性などが話題となりました。また、防災士救命救急士の資格をもち、防災リーダーの 

広瀬和雄さんから話をいただきあらためて、スマホ充電や電源の確保ご近所や地域の大切さを確認する良い 

機会となりました。ご参加いただきました地域の皆様およびご指導いただきましたそれぞれの役職及び分団 

第１部の皆様に感謝したいと思います。 
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